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山仕事 賄いの記

何時から賄をしていたのか、定かな記憶はない。手元に残っている献立ノートを見る

と、2016年のものがあるところを見るとその頃からからだろう。

その前は市川さんと二人で山仕事も多少しながらのこともあったが、市川さんが亡くな

られ、私の家族介護も終了しその後はしばらく一人だったと思う。 5年前頃から久米さん

が加わり、彼女は山仕事もしながら、賄との二刀流でttあ っうん"の呼吸でいける頼もしい

しい相棒である。お料理は一人で黙々とするより、ああでもないこうでもないとおしやベ

リしながらの方が楽しい。私は昼・夜、朝食はもっぱら朝が早い原田さんの担当で、山男

は総じて料理がお上手な人が多い。

心がけていること

① 国産 。地場の旬の食材を使う

② 加工品のお総菜などは買わないで (佐藤さんからのプレゼント;宇都宮正潟3の餃子
は別)、 できるだけ一から手作り

③ 皆さん集まる時間がバラバラなので冷めても、美味しく食べられる

④ 塩分・動物性脂肪をなるべく避ける

⑤ 冬は温かい、夏は冷たいものを

⑥ 皆さんお酒を飲むので、汁物はあまり適さないと思っている

⑦ バイキング形式で一つのお皿に取り分けるので、お互いの味が混ざらないように

ドロドロしたものは適さない

家庭とは違うこと

C)常に人数が8人～10人 と多い、これまで味はメジャー類を使わず、勘で作っていた
ので、人数が多いと勘を掴むのに時間を要した

② 月に一度なので保存のきかない、量の多い調味料などを買うことができない
③ 正士さん宅に在庫がある食材を第一に献立を考える

以上を基に、あらかじめテレビをみたり、飲み屋で食べたりして作れそうなものをメモじ
て置き献立を決めて、買い物メモを作って置き、スーパーで買い物をする。ペーパー栄養士
だけれど 調理師ではなく、家庭料理の延長線上の料理に過ぎないが、私は美味しいものを
食べる事が好きな喰いしん坊である。

それにしても昨今の人々の食生活を見ているとこれでいいのかと思うことが多い、調理技
術は衰退し食文化は廃退するのではないかと危倶する。水窪の皆さんの作られる料理を見る
と、地域の食材や食生活を大切i二 しておられる。これよね |と 感心することが多い。
自給率37%、 鈴木宜弘さんが書かれている「世界で最初に飢えるのは日本」(岩波新書)、

お金があっても買えない時代が来る。

伊藤康江

13

16/像S毬

)急h趣 みよにた。

も
サ

姥
”

傘

、夕 十
=L´ ″′ ●

3ヽ上11ダっ
ι/ヽ τ

びサた

‐・F、
0


